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コロナ後遺症患者における血中コロナウイルス抗体価の有用性
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研究の背景：コロナ後遺症では、倦怠感や記憶力の低下など、さまざまな症状が続くことが知られています。

これらの症状は主に患者さんの自覚に基づいて評価されており、客観的に状態を把握できる指標は十分に確立されていません。
本研究では、後遺症患者血中のコロナウイルスに対する抗体価に着目し、臨床的特徴との関連性を検討しました。

方法：2023年6月〜2024年11月に当院コロナ・アフターケア外来を受診された、オミクロン株期の感染によるコロナ後遺症患者

のうち同意の得られた 275名（女性146名・男性129名：中央値41歳）を対象に、血清中に存在するSARS-CoV-2ウイルスに対
する抗スパイク（S）抗体および抗ヌクレオカプシド（N）抗体の血中濃度を測定し、臨床症状や背景因子との関連を解析した。

主な結果とその解釈：
• 血中S抗体の存在は、ワクチン接種歴とコロナ感染歴の両者を反映するが、N抗体の存在は、コロナ自然感染歴のみを反映する。
• コロナ後遺症患者の血中S抗体価は、ワクチン接種回数と関連して高値となったが、時間経過とともに抗体価は低下した。
• 一方、血中N抗体価は感染の既往を示し、感染時の重症度が高いコロナ後遺症患者および女性患者で上昇するが、感染から経時
的に（約 -0.3%/日）低下した。

• 血中S抗体価が低いコロナ後遺症患者では、記憶障害（ブレインフォグ）の症状や生活の質（QOL）の低下が認められた。
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*P < 0.05

女性男性

**P < 0.01

軽症 中等症/重症

(n = 243)

なし

(n = 32)

あり

**P < 0.01

(n = 243)

なし

(n = 32)

あり

P = 0.38
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血中S抗体とN抗体両者を評価することで、感染急性期の背景・コロナ後遺症の症状の特性を客観的に評価できる可能性がある


